
（別紙３）

〜 令和7年4⽉25⽇

（対象者数） 21 （回答者数） 20

〜 令和7年3⽉31⽇

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

これまで10年の不登校⽀援の知識や経験を強みを近隣地区
にアピールしていく。

2

今後も、こどもの精神的・⾝体的・社会性の発達等に役⽴
つような体験活動を企画・提供していく。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

⾼度な知識（⼼理、福祉、教育等）・資格（公認⼼理⼠、
臨床⼼理⼠等）をもった職員を積極的に採⽤したい。

2

福祉事務運営に関する事務作業が経験と知識を備えた職員
を採⽤したい。

3

放デイ運営にかかわる書類作成、それらの整理等、事務作業
の徹底。

福祉事業運営に関する事務作業のサポート要員の不⾜。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⾼度な知識（⼼理、福祉、教育等）・資格（公認⼼理⼠、臨
床⼼理⼠等）をもった職員がいない。

児童の⼼理、福祉、教育⾯におけるアセスメントや充分な⽀
援が実施できていない。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

⼩・中・⾼校不登校児また、通信制⾼校在籍者の体験活動や
学習⽀援に強みがある。

合宿、⽂化祭、登⼭、調理実習、職業体験等の体験活動が充
実している。

○従業者評価実施期間 令和7年2⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年2⽉1⽇

○事業所名 放課後等デイサービス そら

○保護者評価実施期間 令和7年2⽉27⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


